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「Bio Japan 2014」へ出展 創薬･医療･農業の研究成果を発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示会名称： 「Bio Japan 2014  World Business Forum」 

日時・場所：  

（ブース展示）平成 26 年 10 月 15 日（水）〜10 月 17 日（金） 10:00～17:00 

  パシフィコ横浜 展示ホール C・D  D102 ブース 

（プレゼン） 平成 26 年 10 月 16 日（木） 13:00～15:40 

  展示ホール内 セミナーC 会場 

主 催： Bio Japan 組織委員会  

 

「Bio Japan 2014  World Business Forum」は、展示会・セミナー・パートナリングから構

成されるアジア最大級のバイオテクノロジーのイベントです。 

岡山大学は、iPS 細胞から分化誘導する『がん幹細胞コレクション』計画、『鉄コントロ

ールを応用した新規がん治療法の展開』など 5 件のがん（腫瘍）関連研究、農作物の『新

しい手法に基づいた簡易品種判定法』、『おかやまメディカルイノベーションセンター

（OMIC）』における分子イメージング研究活動について紹介します。 

 

 

 

 

＜お問い合わせ＞ 

 岡山大学研究推進産学官連携機構 

薦田 哲男  松田幸子 

（電話番号）086-251-8465 

（FAX番号）086-251-8467 

概要：岡山大学は、10 月 15～17 日、国内最大級のバイオテクノロジー産業のイベント「Bio 

Japan 2014  World Business Forum」へ出展します。 

iPS 細胞、がん治療、抗腫瘍免疫、ナノ病態生理学、悪性腫瘍薬、作物品種判別、分子

イメージングに関する 7 件の先端研究成果や研究活動について展示ブースを設置。10 月

16 日には、出展者によるプレゼンテーションを行います。 

岡山大学は、産学連携を通じて、医療・創薬、医療技術、医療機器、農業等を中心とし

たバイオ関係の研究成果の普及と技術移転を促進しています。 


